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西彼杵半島北部の發疹熱に就いて

義時大学風土病研究所病理部(主任:登倉教授)

麻生卓郎

-内　容　白　次-

.Ⅰ臨林的親凍

-∬　血清学的検杏

Ⅱ　動物接種試験

Ⅳ　疫一変的事項

V　厨､′蚤,武の調査

Ⅶ　総括並びに考察

長崎縣下に於ける番疹熱に就い△ては､ 1937

i--]�"/㍍,!ミはI:トi"';サ(ifr川､川ffi､茂I,','パ　f i jrた�"'/-'､

諸氏により､ 33例が報告されてゐるにすぎな

いo著者は､しかし､ 1947年以来､長崎,縣島

彼杵部大串村及び瀬川村政びに東彼杵部崎針

尾村(針尾島)に於いへて急性熱性敬疹性疾患

が飯在して､一種不明の疾患として看過され

てゐることを経験しつつあったが､偶々､.義

崎大挙風土病研究所の委嘱を受け､調査と投

棄を施した結頻､畿疹熱に他なちないといへふ

確信を得たo畿疹熱は鼠族問の倖染病であつ

て､その寄壁昆虫を介して人間に侍染すると

されてゐるので､臨林的親祭の穿､豪鼠及び

そい') ･㍍.]一'KM山!㍍月二J?vい卦こ拭いて柑Wi fti･fj ;iサ.こ;_妃

を調査したo

1臨　淋　的　観　察

症例は,i960年12月31日までに､WEIL-F肌Ⅰ耳反

防(以下WFRと略記�")400倍以上陽性な示し､諸

検索の結果､発疹チフス､腸チフス､パラチフス等

な除外し得て発疹熱と診断された41例q他､臨林上

本症と確診された16例在加へて合計57例となるo臨

淋所見放びに検索成読の統計的観察の結果な総括す

れば次0-_如くになるo'
1･潜伏期:全例､感染時日な確531されないの

で,潜伏期な推定することほできないo

2.託病よg初診までのE3数:28例平均.4.96

日い.:_ふ;(a,'c�"'�"㍍jiM楽K?w一:|j'.㍍一い､の!-(､rfol[はi妃
ノ
にもよるであらうが,自覚的重篤感の欠如が坂本的

な理由と考へられる｡

5･前駆症状:35例中24例(68･6%)紘,何等

前駆症状なく,大部分悪寒な伴ふ高熱な以って夷発

′した｡1Ⅰ例C3l.4ォ?Oは前濁症状な呈し､発病前.3-

10日頃より風雅気姥の熱感があり,元気なく,不快

感､発汗等があlり､次いで雷撃な伴ひ或は伴はぬ高

熱在以って発病したo

4･童訴:発生率の多い順序に言ヽぱ､高熱

38例(iQO^Q､頭痛16例(45･7%)､腰痛'/例Q20.1

形)､倦怠感4例(11･8%)､ロ臥腹痛､督2例､

同島尿､背痛､.各1例であるo

5･眼球結膜充血: 34例中19例(55, 9%)に認

められ､強度3例(8.8?O,中等度4例(1l･8*O､

軽度12例(35･3%)であったo

6･監　疹: 39例申29例C74.3#)にみられ､ 7

例C24.1JOは殆ど全身に生じ､ 17例C58.6#)紘

1O箇内外な算へたにすぎず､ 5例C17.3^)ほ中間

に催した｡発生病日は､第2-10病日, 9例平均第

4･8病E月こ婆たった｡･発生期問ほ､ 1-6日間, 8例

平均3日間｡消失病EIほ､第5-13病日､ 14例平均

第9･6柄日o発現部位は､顔,頚､胸､腹､肩押､

背､四肢に亘り､手掌､足統にもみられることがあ

るo間藤ほ円型､瓶円型､鋸歯状或は不整型で､大

小不同,帽針爾太から小豆大に及ぶが,餐疹は独立

して勘合することはない?ロヤオラ様或は丘疹状で,

淡紅色乃至唱赤色な呈し､指圧により消過するo出

血､症棒,乎割高､色素沈着､落屑等はないo

7.茸　熟:発熱ほ主要症状であって全例高熱
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h･みる.捧池は一般に急激に上昇し､ 3-4Hで最高

にご達し､ 40度以上に及ぶことがある｡有熱期間ほ､

9-22日､ 32例平均13.8日｡熱型ほ39例申29例

C74.3#)は弛張型在示し､ 1O例C25.7#)は梧留

型な示したo下熱状況は､比較的急峻な換散状在呈

するものが多く　32例申28例(87.5^)ほそれであ

ったo分利状下熱な見たのほ4例にすぎない｡

8･陣　腫: 39例申10例(25･6^)がl横指径

以内に触れて圧痛ズE,認めた｡蝕知抗日ほ､早期診察

の例に乏しく,第5抗日に初めて触れた1例な見た

に過ぎない.消失病Elほ､第10-15抗日､ 5例平均

斧13病日｡

9･肝　凍: 39例申IO例C25.6#)が2横指径

以内に触れて圧痛があった｡触知柄Elほ,第4--12

柄.f],■ 5例平均第7･2病日o消失病IE]ほ,第7-15病

日､ 5例平均第13病日｡

10･胞紳経症状･ : 3O例申23例(78クg)ほ悪寒

な訴へ､ 18例平均5･2病日解凍したが､戦懐な伴つ

たのほl例にすぎ′ない｡覇構は3O例申27例(87,0#)

が第6-14病日に亘って訴へ､ 15例平均第7･9病日

まで続いた｡艦橋ほ30例申18例C58.0#)､四肢構,

関節痛､各7例(23･3%)､旺費､頭痛､背痛､頻

尿の順にみられた｡所謂脳症は一般に欠如又ほ餐徴

であるが､ 35例中2例に稗々意識潤濁在宋たし, 3例

は強度の滑語な発したo膝葺腔反射は克進或ほ減弱

して一定の変化は認め欺いo睡眠は, 23例申14例

C6I#)ほ比較的良好であって, 9例が障碍されたに

すぎない.飛蚊症は35例申3例C8.6J&)､霧視が2

例､耳鳴,輝取替2例であったo

11･呼親藩: 39例申15例(38.4?Oに気管支

症状がみちれ, 1例に肺炎の合併私語めた｡

12･碓頓器:脈数は大体において体池に平行

するが､一段に高熟こ比して緩徐であって,体池

39-40度位でも脈絡10O至な越えることほ少ない｡

第2週以後に35例申4例に結滞在認めた｡

15一　滑化器: 34例中23卵(7]･9%)に舌苔が

認められ,大部分は白色苔或ほ黄色嘗であって､褐

色苔乃至桑褐色苔は2例だけであったo 36例中25例

(69.4#)が食思不振な訴へ､ 28例(77.7クら)は便

秘傾向な示し､ 5例は略々正常､ 2例は下痢,脱出血

其地異常所見は見ない｡

14･依復期症状:I 39例串15例(38.4ク£)に他

党的に衰弱が認められ､就中4例は椅々強度であ?

たo脈樽結滞な宋たせるもの4例､頭重､肢畢,督

2例,微熱約4週間持続せるものが1例あった｡

･15･合併症: 39例申17例(43･5ク左)にみられ,

黄症,瞭眺炎､各1例の他はすべて気管支症状な呈

し､うちl例は肺炎の合併なみた｡その他高熱時に

左右大腿内側に地図様蕃麻疹な生じたものが1例あ

った｡再発或は再燃なみたものほない..｡

16一　血液研見:検査な施行し得た範囲の成院

転総括して示す｡

(4) ･赤血球数には著査な認めない･

(b)自血球は病初に滑々減少して後に軽度の増

加h,示すにすぎない｡但,下表(1)の申, 14･OOOな･

算へたのは肺炎な合併したl例である｡

義1

1-4病日 5-14病日 15病白以後

噂　一　加

正　　　常

減　　　少

平　　　均

2卿　8.1QO-11･OOO

2例: 6.100- 7.000

2例: 4･700-5.100

6例　　　　　　6.. 100

7例: 8･100た14･000

5例　　6.400.- 7.900

1例:　　　　4･500

13例

(c)好酸球は病初に減少又ほ消失して病宋に増

加する側向が認められた　.1)寄生虫卵の証明さ

れなかった6例に於いてほ､第1週に1%の好酸球

な示した1例の他は全部消失在見たが､第2過には

正常値(2-5タ右)に復し､解熱後は全例増加(4-12

形)が認められた｡ (2)桐虫卵又は鈎虫卵が証明

された症例に於いては,第1週に1例の消失と4例の

8. 400

1例:　　　8.100

6例　　6400-7.町00

1例:　　　5･100㍍

8例:　　　7･00U

減少(4-10%一)私見たが､舘2過以後は5例とも増

加C5-14^)な示した　C3)先天的又は特発的の

好酸球増多症と恩はれる2例に遭遇したが､第2過

には一番生虫卵は証關'されなかったのに拘らず-

7 % (s8才)及び15# (?戸O才)で菖-つたのに､

第4過には26^ (前者)及び19#C後者)に増加した｡

(d)好中性輔､淋巴球､単球の所見な次表(2)
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に示す｡好中性球は､有熱期間､咳左方推移な示し､原形質内に基胞及び取粒等の中毒症状が認められた○

表　2

1病　週　　　　　　　2　病　過 3　病･過

増　　　加

正　　　常

I'-モ　　'i?

平　　　均

5例: 64.-82^　　例 69-70%

4例　　53-6Q?｣　　例: 49.5-61プ左
;

3例: 0′-47^　　例: 28･5〝44%

12例　58.7^だ　　　50.9^

好

中

性

球

淋

巴

球

0例:

3例: , 52-54ク左

6例　　32-46アo/

9例　　.45.1^

増　　　加

正　　　常

域　　　少

平　　●均

.Ⅰ例:　　46%

7例: 25-39%

4例:　9-22クi

12例:　26.2^

1例　　　54.､5%

8例　　25-36 ^

3例■ :､･ 14′-24^

12例　　　　30お

4例　　　9--14^

7例:　4′一ア%

1例:　1.5#

単　　増　　　加

正　　一常

減　　　少

6例:　8-i4?｣

5例　　　　　<>%

3例､　46一レ52 %

4例･　30-46?｣

2例　1 4-23^

9例:　35･5%

球■■　平　･均　12例　　　6.7^

(e)有熱期間の2O卿申,好中性幼君球が1丘例(1

･14*Oに､ブラスマ細胞は4例(0.5-1.0#)に

認められた｡

(f)赤血球沈降速度測定は,ウェスタ-グレ-

l/民法によって18励に施行したが,･各病週毎通じて

全例に促進な認め､中等価平均55･やmmな算したo

各病過の中等価な次表(3)に示すo

1例

12例
＼

3.5%

＼

8･2%

6例:　8.-15^

2例:I 4′-5%

1例　　　　　3^fc

9例:　　7.8^

衷　5

1病　週
(10例)

2病　過
(7例)

3病　過
(5例)

最　小

最　大

平　均

ⅠⅠ血清翠的換査

1-　WEIL一FELい一iX五感(WFR) : 41例に就

いて検･童な行った｡ Proteus OXi9, OX2, OXKの

予防衛生研究所株及び風土病研究所株在薮集元とし

表　4

1

12･0ふm

lO2･O正Im

3. 7mm

1は2mm　　　20･5…

90.Omm ≡ 102.Omm
㍍

50.3mm　　　56. 2mm

て使用し,病日を遜って､ 1-5回に亘って検し､次

義(4)の成践な持た｡ (.400倍以上な陽性とするo)

衣
集　i五

家　　　書○　　　　二　四一入　-㍍　-一　志　完
集　価;二.五　0　0, ○ ,0　0　0　0　0

い_･　0　0　0　0　0　0　0　0　一　○

フ亡

OX19い

▲0Ⅹ2

0軍K

15

1

23

27　12　　　　　　　　　　･　0　　0　　0　　0　　0

検･判
査　㍍

㍍

例!
数　　定

EB

41

Efl

耕

土
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この成琵から見ると､ Ⅹ19型の1)ツケプチア症に

属し､､ ⅩK型の志虫病と対折的の位置にある疾患で

あることが明際に考へられるのであるo　この際､ 20

例に血液型の検奄7で同時に行ひ, O, A, ABの3型

はWFRと格別の閑･r帯tほないが､ B型1例は一定

型駒臨林症状な呈するに拘らず- 20O倍までの凝

集価しか示さないことな知った. 41例の患者血清の
ノ

Ⅹ1 9幸次集元の消長な病週に別をナて観察して総計83Ⅰ司

に及んで次表(5)の成琵な得た｡ (400倍以上な陽性

とする｡)

表　5

一･ ･一
oE　　　　　　　　　　-　一　二　枚

(こ五｡ .=　呂　昌　喜　昌　畠.-△　芸
こ　o O O O O O O O O　　数

陰

性

､声

Ⅰ

Ⅱ

潔

･Ⅳ

Ⅴ以後

2　　　3　　　4　　3　　β　　o o o o o

O　　　2　　　3　　　2　　　4　　　3　　　4　　　0　　　0　　　0

0　　　0　　　0　　　0　　1　　8-　　3　　　2　　　3　　　0

0　　　0　　　0　　　0　　　2　　1　　1　1　　1　　0

0　　　5　　　5　　　6　　　5　　　4　　1　　1　　0　　　0

上記の成績から見れば､ WFRは第3-4病週(第

15-28病日)に陽性率泣ごト･に凝集価の最高在示し､

第5病週以後ほ漸次に低下に向かふことが判明する｡

但､ 1年7月後､な嘩400倍の凝集価な保持′した1例

な儀験したo

対照試験として各種疾患55例にWFRな施行した

が､次表(6)に示すやうに50-200倍の筑集価在

出づるこlとなく,サツケッチア症に対する本知己の

特異性は信頼されてよいと思はれる｡

表　6

山.,㍍Jf.V.in

ごj'･お･す[た_敬

フt:

五　　　　　　二　四

○`五　0　0　0
二　0　0　0-○
＼ノ

檎
香
例
数

OX:9

0Ⅹ2

0ⅩK

20　24 . 7　4　　0　　55
い

39　14　　　　　　　　　.55

53　　　　0　0　　　　55

2-　WIDAL友嶺:丑bcrthella typhi, Salmonella

paratyphi, Salmonella schottmuelleriな家集元とし

て4Ⅰ例の患者に行ったが,全例陰性の結果毎得た.

但､発病1-2月前に腸チフス､パラチフスの予防

捉電h,受けた4例は､ 50-200倍の載原価な示したが､

WFRのⅩ19に対しては1600-6400倍の陽性成績

み示したから,診断上の疑問はないo 8例の患者血

15

18

17

6

27

20%

61%

1 00?害

¥ QQ%

41'

液な胆汁培養に供して全部陰性であることな証附L

た｡

3･構捧持合友庸: WFRによ一うてⅩ19型の

1,yケッチア症に属することが嘩められ,臨林的所

見によって発疹熱と発疹チフスとの鑑別はつけられ

ないではないが､一層精確な診断な立てるた桝こは､

Rickettsia mooseri (発疹熱)とRickettsia prowazcki

､(発疹チフス)とな抗元として輔体結合反応或は凝

集反応な試みるのズE･常則とするo著者ほ,予防衛生

研究所長小林大連博士の好意によって2種抗元液の

i:は一/!&�"｣�":㍍1-I M一'_t三別･店主J : ftj.'li'-';一郎柑i- CDに記

述された術式に従ひ,発病後16日及び49日な縫過し

た2例に就いて補体結合反応な実施したo

(1)血　清:被検患者血清な2倍逓進稀釈に

よって10-2560倍とし, 0.25ccmづつ9管の試験

管に分け､それに血清対照として1O倍稀釈0.25ccm

の1管な備-,それな2種抗元のため2列用意する.

(2)枕　元: Mooseri抗元及びProwazeki抗

元な抗元価測定の予備試験で決められた2単位0.25

ccmづつ血清対照以外の9管に加へるo

(5)補　体:健常モルモット5頭から採った

血清な等分に混合して､補体価測定の予備試験によ

ってレ2充単位な採り､試験血清の9管に0.25ccm一3.-

つ､対照血清の1管にO.Sccm加へる.

上記の環合な4-8-C仁J6-18時間､鞄に15
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/

分間静置した後､次記溶血系統な加へるo

(4)溶血系統:抗鮪芋血球家兎免疫血清な以

って3%漸羊感作血球液な調製し,溶血価測定の予

臓試験によって3単位な採り､ O.Sccmづつ各管に

加へる｡

最後の混合な38-Cの浴槽申に3U分間放置した後､

結果な判定l ､次表(7)の威儀(鮮血姐止価)な得

た｡

これによって病原体はRickettsia prowazek壬でな

くてRickettsiaふooseriであると断貸するこ,とがで

きるム北岡氏は､ 1947年,長崎県下の患者4例の血

清の補体血合反応な施行し､ Mooseriの3例に対L

表　7

･&･Bijさ

患　者

′

r

Moosori Prowa乙eki

年令J発病後ま
∫

No.29

No.34

s

8

50才

37才

49日

160

i : 160

1.:(1280

i : 20

i : 160

てProw批eki l例とい.､ふ陽性成琵を持てゐるので､

長崎県にも発疹チフスがないとほ冨へないが,著者

一従来の続験に於いてほ臨淋所見からも発疹チフスな

疑はしめる1例にも遭遇しなかった｡

Ill敷物㍍接種試験

3例に宿ふ㍍クエ./酸ソーダ

液な加へた発病夢㍍6-9病日の

患者静泳血な家兎､モルモット,

或はマウスの峯丸文は腹月割こ扱

種し､ 4一ア日毎に鰐代接種す

る磐､一方塗抹模本ズEL作り､

MACHIAVELLO又はGIEMSヰ染

色により鈴検し､家兎､モルモ

ットでは峯丸聾膜及び実質から､

マウスでは腹膜及び肋膜から
I

Ricfcettsia CRと略記) ,な3例共

に証明することが出来た(表8).

家兎のWFRは,接種後11-

57 Hに心瞭血に就いて行ひ､

100-400倍陽性成践な得たo

NE主幹･MoosH&反応CNMRと

略記)は接種後3-5 0(こ王琵大

麦ffi㍍

10代

A

常
圧≡害

た㍍ ㍍㍍.㍍_㍍㍍ヨ

[≡≡

⊂国

-

匝車

乗ー8

せ
⊂コーー　　　ーー

○-め--
△------め-一

団コ　喝) A--･

匡司---------

⊂E害)--た--･---

するものが多い｡接種第4代家

兎のl例(表8のC)に於いては,革丸が過度bJ=旺隈　　のやうな像な呈したo

して腹腔に停留し､陰琵内には何等の陸賑もないか

C

厘]
共[コ　　　　[二ニコ

I-I　　　[二:コ

[二ニコ　　　　　｢㍍-

CE害　　　　r　=:コ

,℡巳=:

象,乗

モJLモ1.Jト

マ　ウ　ス

R　陽　性-

wFR　腸　性

NMR　陽　性

ヽ･

S代

ⅠⅤ　疫　聾　的　事　項_

ト　更生地: ㍍検査地域は､西彼杵牛島北部及び

針尾島に活し､大村潜入ロズb･梶し,大村拷及び佐世

保圏に回する部分であるo住民の職業泣びに生活程

度ほ､若干の例外な除けば､純童及び牛童牢漁に太

別され､各家庭の状況に大整は認められない｡調査

範囲も狭く,例数も少いので､地域的に発生の様相

な論ずることはできない†が､椅確実な調査の行ほれ

た部落だカニ就いてみれは,次表(9)に示す事実が

知らすLるo
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衷　9

部　落

高　地

畑　下

水　浦

小　君i;

計

421

(74)

570

(93)

480

(71)

395

(60)

1866

(298)

8

12

14

8

42

】 ; 53

1 : 48

1 : 34

i : 49

i: 44

1 : 9

i : 8

1 : 5

1 : 8

i: 7

純童, 2/3は海岸及び川岸に密集､
1/3こj㍍島持上0 100-1000【n　離れて
散在｡

牢農学漁,落躍線に沿うて1列に密
環o

純農､海岸より1Q-1000m離れて
散在｡

牢盛年漁抽海岸娘に沿うてま列に舞
楽o

合計して平均すれば､ 4年間に44人戎ほ7戸に1人

づつの確患者私昆たのだから,柑巻濃厚な浸澄渡と

見徹すことができるであらう｡同地方に於いてほ著

者の調奄な始める前から,苓症が土語してゐたこと

は長か＼ "iい一一J : ､ ▲ijij fPKO㍍ITL㍍>t. l㍍'い一-rさ件1T㍍㍍･た㍍ぎ㍍チ;.ffi㍍:uいすL往な有す

る者に就いて詳細に病歴な訊ね､ 1935年12月(8 54

才),王938年9月(?41才)､ユ949年5月C$37才),良

上3例な本症と推定するご′とな得たに過ぎないo

2･季節的発生率:棉ごめr-i㍍㍍-i-､川-:4-7*'jが,

表10の如く,晩春に多_楽の傾rH一ほ-右し､次いで晩秋

から初冬にかけて多く′みられる.台拷及び本邦の調

賓と比較して多発時すョff.J多少異なるのは､地理的気

象酌様相の道風こよ'うて家鼠及びその寮生品良の繋

砥湖又は活動j切な異にするためであらうと考へられ

る｡

衆　頂0　　月別患者数

s
)

埠

lO

童,

s

敬

JO

L､..-

ム　2　3　4　5　` '7　8　1 ㍍10 II ¥2

5･年齢及び性別:満月い'㍍㍍)如く､ 21-30才にft上

多く､ ft㍍ご少5才( 9㍍)､ 3Ti一iL一1㍍㍍;㍍74:f (3一)I '>¥:-㍍itこiきい　㍍㍍1

すに従って漸減の僻向が認められるo普通,本症は

男子に多いとされてゐるが､著者の成琵では｣|23別

に女34例で女は男の約1.43倍であるo死亡者は王

例もないo I

褒　m　　年齢別患者数　い

ほ

,い-一-

1Ll

島

数5

○ニrい,いJトいnO.いI
iご･;･r(=いいf�"�"'
b｡'-�"--'去､いCo｡

4･家族感毅或は童･国許盤:-一一S%fi'¥い..1に一一へば､

散発性であることが本症の曙徴とされてゐるが､家

族感染或は環田楽生も稀,子j:がら認められてゐるo著

者の鋸鞠では､第ユ別の下熱後14日して約20m散

れ･､ゐる家に次例の発病な見てゐるが､伝染鑓路の

(払矧いIl㍍一i/i-Mした謹)けL(L､i｡-..J^いoま:.Lい一7/一lこ200-

300r散れてゐる3軒の家に於いて､最初の患者が

下熱してから6日及びヱ6巨蓋の後に簡2及び第3の患

=㍍㍍1-friHL-い㌢J･一)が､何れ4i立･㍍隣,1)7-8帥こい)㍍さ_-は一011

疾患なみなかったから､′感染源な最初の患者とする

ことはできないかも知れないo同一家族の2名が殆

ど同時に発病した興味ある症例もあったo以上の外､

同一家族に各2名づつが35E玉,5ケ月､2年の間隔

な以って碍思した3例な酪験ぃた｡

5･託露草ブス㍍施び混チフス,バラチフス浄防按

確:餌検寝息老中､2例のみが5年㍍前に発疹チア

-く予防接MA招けい:I(だけい一㍍い､'J-Vが,チ㍍7㍍㍍い予P;J接触

い'子-Jftご全州,I:ii-㍍hiB㍍㍍IJ-してい7一b'J｡しかし､:費す;(.に､

これだけでほ何等の推論も(t㍍Plないo
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＼㍍丁㍍　鼠､蚤めii@調査

^疹ご(Z主i.㍍fミ:㍍㍍淋二･㍍頂い7--たofr一㍍!;�"<.,-tiiA:/Xて㍍㍍坤乞㍍m]はすiたi:私㍍j㍍-(パ㍍j
賓放びに研究は､故回に於いて8き(勺-'E､玩臣}(1933)v

浅海｡大城(.1935)､落合｡野略｡中川(1937)､緒

方｡陰略｡北島も939),村上｡北村｡㍍;花井CI949〕

一Il㌢㍍㍍㍍㍍㍍一'iう¥'j㍍いiが㍍fllラ㍍れて'iVJ｡:㍍㍍'?)㍍z㍍'lす!.～].&㍍㍍)■i㍍川㍍㍍!-.&.'主㍍拭

^kjjいw㍍_いこ〔T->'v:一-､ぎ;--,*HM｣㍍㍍㍍接運う㍍_[㍍!い(-㍍j:し:Lい(0

頂｡願G芸蹴も句電:呈950年6月から9月(入部分は

8月一,T(㍍rFl㍍トlた㍍㍍(Ti㍍;.月㍍L､i:㍍;--^㍍㍍一;お㍍c島113I㍍㍍紙･;経由㍍し一1;i;iト(;㍍(㍍L'に

､Kしナニ.

(一層)鰹嗣､確岸限監保智祝言兇:麻酔宛せしめ-

寄島､開胴長､尾長及び体琵測定鮭びに体表親密怨

7㍍､-･こ,一＼､t'i㍍.["�"..'J;.たJ-(こ,いだ�"ft㍍ト'J'J'一.L一決忘す;(l土ともに､拭㍍;L(I:M㍍㍍:良
レ一)一泡-㍍k'j-;0㍍i;i㍍㍍fi,め-㍍ミ一楽し､末1㍍:い'..�"fj㍍い.I.fiす7v一指た.

(､2)l私�"'EIL-^ELiX瓦儀:抑斐-丸E,i;1いいr㍍㍍�"jfト.､100

古iTi㍍心,L三㍍㍍iii::パL一㍍)㍍l:㍍((血し､WFR&コ試:すいい/}い一.(去13一).

圭舜12

砥

別

殿数及び下す分率 蚤保有戯数及び
Vi'
.nトキく

計　　9　　8 計　　9　　　8

どぶねずみ

R. n. n.

えぢぷとね
ずみ

R. r. alex｡

く一会ねずみ

R. r. r.

計

78　　　46　　　32

(:(∴1　58.9　41･1

26　　　　ユ8　　　　8

33｡3　39.ヱ　25○0

37　　　26　　　ユ1　20　　　15

31･3　70∴ニ　コ9･8

3　　　　0　　　　3

コ･6　　-　　1〔)0

王18　　72　　　46

1OO･0　62.8　37.:ミ

!㍍

54.0　57｡6　45｡5

0　　　　0　　　　0

33　　　13

38.9　45.8　28｡2

褒　周5

･二･

OXIQ

OX2

OXK

㍍㍍

(⊃

へ　　　二　田　九　大　一

ニ　o o o o o o

42　22　19　II

79　15　　　　1　0　　0　　0

99　　且　　o o o o o

敬,菖

二月はr㍍:I:一

100　6%

100　0

2O倍以上な陽性とすれば､36問ほⅩ19に2Op町･

32O培の範環価な示すので､同地方の住民と同じ1)

ヅツ-T㍍㍍fC島v(㍍f.^itいitけてい.Viらしく弘子一一jl-三される.
X19陽性戯,36閏の鑑別及び性別の分布率な次表

(14)に示す◎

衆一関

㍍紙　　I fj;

跳　　　　別

｢よ

ぉ'す町

∴　∴･
JいJS

pi　�"いl

り
曲'すt△

>J ､㍍た-I

cs rいl
>　1

*　'-1

Li　いiil

パい)

;,播
一月〟m

㌧:, .｣

∴㌢ ･ゝ

二…

l

【

r

9

3

日㌧r

e

い5

lit

?

i

㍍　　　い㍍㍍

i

i,i㍍ i

i

∴

L

l

数】

血　　清　　稀　　釈　　倍

○
(　　㍍　,㍍L㍍i　ブい　.㍍.㌔

､ノ　　0　　0　　0＼

41　　　　30

28

69

20　　　5　　　量　　　2　　　t)

50　　12　　`量　　　2　　　O

19

9

㍍ 'とi

;(

｣

,J｢
､

A

～

3

8　　　4　　　4　　　2　　　1

4　　　2　　　3　　　0　　　0

12　　　6　　　7　　　2　　　且

(～)

�"},

0　　　　0

2　　　　旦

i一;　　　Lう

い　　　　O

O 0

敬

o

一旦

U

呈

0

O

O

¢

n

J

I

.i

陽

性

率

26¢8%

:(一8.5

27.5

57.8

57.5

トV.i

㍍はL).ち

33｡3
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r

1　　　　　36･占

㍍㍍

計

?

8

m

60

40

aサiサ

38　　11

26

64　　19　　11

0

1

35.0

3占.0

(3) Rickettsia保有款現:捕獲された鼠の脳･

及び臓器の塗抹棟木な作り, MACHfAVEIXo又ほ

GIEトi8A染色を施し､鏡検に附しなo Ratlus norve･

gicuヲnorvegic鵬(,?)の偶の肋膜から細胞に対す
る態度と形態及び染色の所見とによって　Rickettsia

mooseriに一致すると思はれる徴生体な証明した｡ I

捕獲された鼠の4-6頭分づつの脳及び臓器の混合

乳剤な作り､ 1-3覇の家兎に接種し,鰹代移植h･

行ひ､都合8担如こ亘って39頭の鼠な検奄に供し,そ

表15

の8列の笑顔に放ける家兎2別にWFR及びNMR

の陽性成績な得たが､ R在証明す_るには至らなかつ

た｡

2･章に就い､ :麻酔死せしめた鼠から硫櫛な

以って寄生する蚤な採集して3種98疋在韓た｡'患者
-

及び患家の蚤に就いては調査な続け､ゐる.

(I)採集された. 3種98疋の周蚤の種別及び性別

泣びに宿主分布率は次の蓑Ci5)ゥやうになる｡
!

哩

別

也

別

Lept.muse.
めくらねずみの
ち

計　?　8

Cerat. †asc.

よ-ろつば
ねずみのみ

Parad. curv.

ほしめねずみのみ

計♀　8　一計♀　6慧明

計

ト　d'

票&4

?

s

＼

27　14　13

16　13

,･まト:望

9

8

計

28　22

9　　7　-2

80　56　24

82.0^

4　　3　1

1 `は　0

3　　0　　0　　3

0　　0

3　1　2

1　1　0

9　　6

9.0^

(2) Rlckettsla保有状況:上記屈蚤の申3種

54疋の蚤在検し､ Raltus rattus ㍍alexandrinus(?一)か

ら採集したLeptopsylla rausculiい? )の4例の腸管

壊抹模本からRickettsia moosふiに一致すると恩は

れる微小体ズE･多数に証明することができた(周∬一).

鼠蚤27疋ズ　4-5疋づつな乳剤として7群の家兎に牌

代接種し､ 2例にWFR及びNMRの陽性成績な轄,

その1例からR在証明することができたo

(3)捕獲された鼠からは蚤~の他にネズミシラミ

Qrolyplax spinulosus)とイへダニ(Liponyssus

nagayoiうとわ検出した｡

6　　0　　2　　4

0ノ･ 0　　0　　0

3　　　　　9　　0　　2　　7

9.Q%

34

17

37

10

51

52･0%

47

48･0%

98

100.Q%

3･乳に就い､ :

(1)衣或は患者放びにその家族或は同居者に1例

も認めなかった｡

(2)圃或は低学年女子児童及びその家族(?)の

殆ど全員に認められた｡盛者(14名)及びその家族

(8名)の覇武75疋の腸管壊抹模本からRの検出な

試みたが陰性に終はったo　患家及び本症多発期(5､

明うの学童(9)私140名の東武241疋の乳剤車作

ら,家兎解代接種試験な行ひ､ WFR, NMR在検し､

(方　Rの検出な試みたが,何れも恰性に終はった.
♂
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ⅤⅠ絶括戯･びに考察

抑ISc-ft-㍍lミ&!'い)淋おti.}1J-;
-I11-'ぇび一-川_A,'nj山サミ3sごSiを
調査し､1947年から1950年に至る間に於いて､′

精密検査によづて,ヰl例,臨淋診断によつ､16

toはt!'-A'iijiiい57fflJ△一if'l､isf,s川tf'-j(廿･ニミ･J)努､Il一月.ri!;u
K良:Jと･">;ij�"�"/)-tソ+-㍍㍍lit,:㍍い一み/二o空?:,妹

病動物として重要な鼠族3種1ト8頭と鼠蚤3

種98疋を採集し､1)ツケツチア保有状況を

放した｡

1･同地方の畿疹熱は.t散在性であるが､

1年を通じて5月に最も多く､21-30才問に-

最高の･展患を示し､年齢の増加に従って漸減

し,概して男よ･り女に多い｡

2･普通､悪寒を伴ひ或は伴はずに高熱を
/
以って奨畿するが､前駆症状の認められるこ

ともある｡哉傑を来すことは稀である｡一般

症状は高熱に比して左程重篤でなく､濠後紀

封に良好で､経過短く､著明な流行有殆どな

いへ｡高熱､頭痛､四肢痛､関節痛､筋痛,眼

ij対,'快い/Jiteljtい�">｣i/iL,JWこ沌王tlゼーJir->i､.;I

otefe､iirf-f一陀､fi'^ii-㍍tこ-i,'㍍･t炎sSfc:-U:サ;t!サ:い一

とし､-一週前後の弛張或は精留の勲型を示し､

大部分､比較的急峻な換散状或は分利状に下･

熱する｡畿疹例の約60%は畿疹の数がすく

なく､しかも1.-3日化で滑失するので､注

意して観察しなければ見落とす換れがある｡

舌苔が認められることが多いへ｡隅症状､亨税政

器症状は稀で､しかも軽い△のが常である｡尿

所見は一部ヂアゾ反廠を㍍呈する｡●

3･白血球及び押巴球蜂､病初に精々減少

し-病末t"t軽度の増加を示し､好酸球に倣いへ

ては該傾向は王持に著しいへ｡しかし､好中性球

l土㍍''I川はL_はは卜'態度Lいvifiいり､I?㍍;i?JJ,一ifr/Jは

*tiミ㍍めi>'<"�"'�"㍍､ト<4-㍍'め件#'r>i;㍍r,㍍:,:子!川､f,.幼

君球､プラスマ細胞わ出現も高熱時に認めら

れる｡

-4･･41例にWf'Rを施行して,Ⅹ19に封

して1:400-1:6400の陽性域蹟を'臥1

Typhus-^Paratyphus-Widalの陰性を確めた｡

2例にMooseri抗元及びProwaアeki抗元を

以って補体結合反臆を行つ､後者を除外する

ごとができた｡

5･~ 3例の患者から動物接種試験によつ､

ワッケッチアを詮明しなo

6･ ･100疋の鼠にWFRを行仏､ Ⅹ19に封
′

して36%の陽性(1 : 20-1 : 320)の反廠を

棉. 1頭からサツケッチアを捻出した｡

7･鼠蚤4疋(Leptopsylla mムsculi　か

ら1)ツケツチアを検出した｡

8. Hamburg,名古屋､岡山､熊本に於け

る調査成績によれば､次表(16)にみるやう

に,家鼠血清のWFR陽性率と家鼠のR保

有率は大体比例する如くである｡
い′

表16

家厨のR
保有率

家島のWFR
陽　性　率

Ha mburg

名　　古　　屋

岡　　　　　山

琵琶　　　　　本

千　　　　　葉

神　　　　　戸

30%

25

月.5~4

ll.9~2･4

5

■ー

50%

42.9

33.6

29･8

4.6^

※ 1OO倍以上な陽性としてゐる

著者いO茸験に於い△ては､捕獲家鼠の仝例に

R保有調査を行ったのではないへが､ WFR陽

性率36%と.い△ふ域続からみると,相常高率に

Rを保有するであらうと推測してよささうに
㍍･

考へられる｡また,表17に示す如く,蚤保有

率放びに蚤指数の高い△程　WFR陽性率は高

レヽ｡

襲17

R.ォ. n.

どぶねずみ
R･ r･ alex.

えぢぷとねずみ

蚤　保　有　率

蚤　指､数

WFR　陽性率

33･3%

2･23

27.6

54･0%

3･0

ち7･2
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9･患者及び家族に衣風は見出さす､凝集.

した頭風316疋のR感染を探求したが､検査

は陰性に路はった｡

10.長崎願下に於ける本症は,詳細な観察

及び絵素を行ふならば､柏常演壇な浸淫が見

られるであらうと思ふ｡

この報昔の要旨は､昭和25年11月19Eは長

崎質草禽第26回線合(長崎市)に於い､聾

表したが､本稿に拭両年12月末日までの調査
＼

の所見逝追加した?

稿な終はるに臨み,卑曝大学風土病研究読癖理部主任登倉關授の御指導と御校閲h,控謝し, ,町風土

病研究所大島講師及び倉田助字,久留栄医科大学中村講師,西彼杵郡医師会笹浦先生,一山田先生､金

森先生の御指導と御援助な謝すo
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